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丸
新
年
度
を
迎
え
て

さ
る
五
月
七
日
に
藤
野
地
区

町
内
会
連
合
会
平
成
二
十
八
年

度
定
期
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

例
年
の
と
お
り
前
年
度
の
事

業
・
決
算
・
監
査
の
報
告
を
承

認
し
た
あ
と
、
平
成
二
十
八
年

度
の
計
画
に
つ
い
て
協
議
し
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
会
運
営
の
基
本

と
な
る
重
点
目
標
を
十
四
項
目

定
め
ま
し
た
が
、
特
に
意
識
し

て
取
り
組
む
べ
き
と
し
た
点
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

一
点
日
は
、
過
去
に
先
輩
の

皆
さ
ん
方
が
作
成
さ
れ
た
　
「
藤

野
地
区
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
読
み
返
そ
う
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
見
直
し
て
変
更
し
よ
う
、

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
か
つ

て
目
指
し
た
目
標
と
現
状
は
同

じ
方
向
を
向
き
、
そ
し
て
目
標

に
近
づ
い
て
い
る
か
を
冷
静
に

検
証
す
る
必
要
を
感
じ
て
い
る

か
ら
で
す
。

二
点
目
は
、
各
町
内
会
の
活

動
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
一
層

副
会
長
　
吉
田
　
健
治

緊
密
に
す
る
た
め
、
各
会
長
に

よ
る
理
事
会
の
回
数
を
増
や
す

こ
と
で
す
。
藤
野
地
区
に
は
十

九
の
町
内
会
が
あ
り
ま
す
。
情

報
交
換
に
よ
り
、
町
内
会
運
営

上
の
問
題
解
決
の
知
恵
を
出
し

合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
効

率
化
を
図
り
、
各
町
内
会
活
動

の
活
性
化
を
め
ざ
し
ま
す
。
■

こ
の
ほ
か
に
も
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
同
じ
地
域
に
住
む
住
民

の
一
体
感
を
深
め
る
た
め
、
藤

野
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
や
雪
中
運

動
会
な
ど
の
各
種
行
事
。
ま
た

「
花
と
み
ど
り
・
文
化
と
福
祉
の

ま
ち
藤
野
」
を
さ
ら
に
高
め
る

た
め
の
花
い
っ
ぱ
い
諸
事
業
や

文
化
展
、
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち

に
地
域
を
意
識
し
て
も
ら
う
た

め
の
ふ
じ
の
子
ど
も
会
議
な
ど
、

「
住
ん
で
良
か
っ
た
藤
野
」
を
共

感
で
き
る
よ
う
、
今
年
も
地
域

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
活

動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

本
年
度
も
皆
様
の
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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一

平
成
二
十
八
年
度
藤
野
地
区
定
期
総
会

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
藤
野
」
の
毒
づ
く
毘
邁
進

平
成
二
十
八
年
五
月
七
日
　
（
土
）
十
三
時
～

平
成
二
十
八
年
度
の
藤
野
地

区
町
内
会
連
合
会
の
定
期
総
会

が
五
月
七
日
壬
）
十
三
時
よ

り
藤
野
地
区
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー

ナ
で
、
各
単
町
の
代
議
員
、
町

連
理
事
、
役
員
が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
。
町
連
会
長
寺
田
良
男

氏
の
挨
拶
の
あ
と
、
藤
が
丘
西

町
内
会
の
白
石
博
尊
氏
を
議
長

に
選
出
し
議
案
の
審
議
に
入
っ

た。議
案
第
二
号

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告

概
要
、
個
別
具
体
的
内
容
、

各
部
門
別
実
施
状
況
報
告

に
つ
い
て
、
吉
田
副
会
長

か
ら
報
告
が
な
さ
れ
た
。

議
案
第
二
号

平
成
二
十
七
年
度
収
支
決
算
報
告

①
藤
野
地
区
町
内
会
連
合
会
一

般
会
計
報
告
（
別
掲
）

②
特
別
積
立
金
・
別
途
基
金
に

つ
い
て

③
第
二
十
五
回
藤
野
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
会
計

④
藤
野
太
鼓
保
存
会
会
計

①
②
③
に
つ
い
て
堀
会
計
部

長
よ
り
、
④
に
つ
い
て
飴
谷
氏

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
さ
れ

た。
平
些
一
十
七
年
度
監
事
監
査
報
告

山
形
監
事
か
ら
監
事
監
査
報

告
が
さ
れ
た
。

こ
の
あ
と
、
質
疑
応
答
、
議

案
第
一
号
、
第
二
号
ま
で
一
括

し
て
全
員
の
拍
手
で
承
認
さ
れ

た。議
案
第
三
号

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
〈
案
）

議
案
第
四
号

平
成
二
十
八
年
収
支
予
算
（
室

①
藤
野
地
区
町
内
会
連
合
会
一

般
会
計

②
第
二
十
六
回
藤
野
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
予
算

③
藤
野
太
鼓
保
存
会
会
計

④
単
位
町
内
会
助
成
金
等
明
細

こ
の
あ
と
質
疑
応
答
、
特
別

会
計
に
関
わ
っ
て
、
熊
本
地
震

の
支
援
活
動
に
つ
い
て
質
問
が

出
さ
れ
た
。
寺
田
会
長
よ
り
、

単
町
で
緊
急
義
援
活
動
を
行
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
町
連
執

行
部
で
も
検
討
に
入
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

議
案
第
三
号
、
第
四
号
、
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

議
案
第
五
号

役
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、

理
事
の
一
部
交
代
、
前
町
連
会

長
の
大
高
氏
の
相
談
役
へ
の
就

任
が
承
認
さ
れ
た
。

議
長
退
任
後
、
総
務
部
副
部

長
と
し
て
長
年
町
連
の
活
動
に

尽
力
さ
れ
た
上
田
三
保
子
氏

に
、
感
謝
状
が
寺
田
会
長
よ
り

贈
呈
さ
れ
、
総
会
は
終
了
し

た。感
謝
状
贈
呈
式

総
会
終
了
後
、
地
域
功
労
者

に
感
謝
状
が
南
区
長
の
高
野
串

様
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
。

○
区
長
表
彰

中
西
　
敬
一
郎
氏

（
前
束
藤
野
町
内
会
会
長
〉

内
田
　
清
吉
氏

（
前
藤
野
三
区
町
内
会
副
会
長
）

小
林
　
雄
二
氏

（
前
高
見
台
町
内
会
体
育
部
長
〉

重
点
目
標

概
要前
年
度
に
引
き
続
き
「
藤
野

地
区
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
掲
げ
る
基
本
理
念
を
根
底
に

し
て
、
花
と
み
ど
り
・
文
化
と

福
祉
の
ま
ち
藤
野
を
ま
ち
づ
く

り
指
針
に
掲
げ
、
七
項
目
の
目

標
と
課
題
に
取
り
組
み
、
組
織

一
丸
と
な
っ
て
活
動
す
る
こ
と

に
よ
り
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
藤

野
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
逆
進
す

る。総
務
部

一
、
藤
野
地
区
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
の
具
現
化
に
向
け
た

事
業
の
推
進
と
関
係
機
関
調

整
を
図
る
。

二
、
会
報
「
ル
ビ
ナ
ス
」
の
充

実
に
よ
り
藤
野
地
域
の
情
報

発
信
に
努
め
、
各
単
町
間
の

情
報
交
換
を
一
層
緊
密
に

し
、
各
町
内
会
活
動
の
活
性

化
と
充
実
に
努
め
る
。

三
、
総
会
、
四
役
会
、
理
事

会
、
役
員
会
、
専
門
部
役
員

会
等
各
種
会
議
を
開
催
す

る。
四
、
藤
野
地
区
各
単
町
の
連
携

を
深
め
、
住
民
の
一
体
感
を

一
層
高
め
る
た
め
、
第
二
十

六
回
藤
野
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

を
実
施
す
る
。

五
、
平
成
二
十
九
年
ふ
る
さ
と

藤
野
新
年
交
礼
会
を
企
画

し
、
開
催
す
る
。

六
、
藤
野
地
域
に
根
ざ
し
た
伝

統
と
文
化
を
守
る
た
め
、
藤

野
音
頭
、
藤
野
太
鼓
の
普
及

に
務
め
る
。
文
化
展
を
開
催

し
、
文
化
の
ま
ち
と
し
て
向

上
を
図
る
。

七
、
高
齢
化
、
少
子
化
等
に
対

応
す
る
た
め
、
各
種
行
政
機

関
や
藤
野
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
等
と
連
携
し
、
社
会
福

祉
活
動
の
充
実
強
化
を
図

る。
八
、
各
行
政
機
関
等
と
の
連
携
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を
深
め
、
自
主
防
災
力
の
強

化
や
研
修
会
等
に
よ
り
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

九
、
定
山
渓
沿
線
協
議
会
の
一

員
と
し
て
、
沿
線
地
域
課
題

へ
の
横
極
対
応
を
行
う
。

十
、
「
特
別
積
立
金
」
　
に
つ
い

て
、
適
正
に
管
理
し
運
用
す

る。
十
一
、
経
費
の
節
約
・
効
率
化

に
努
め
、
充
実
感
の
あ
る
運

営
を
目
指
す
。

会
計
部

一
、
町
連
会
計
業
務
全
般
、
会

計
監
査
へ
の
対
応
。

広
報
部

一
、
会
報
　
「
ル
ビ
ナ
ス
2
3

0
」
の
発
行
。
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
チ
ラ
シ
作
成
。

福
祉
部

一
、
高
齢
者
を
励
ま
す
活
動
、

敬
老
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
成
贈

呈
す
る
。

二
、
福
祉
部
長
・
民
生
・
児
童

委
員
合
同
情
報
交
換
会
の
開

催。
三
、
地
区
社
協
ほ
か
関
係
諸
団

体
と
の
連
携
、
協
力
、
支

援。
四
、
「
ふ
じ
の
子
育
て
サ
ロ
ン
フ
ェ

ス
タ
」
の
開
催
支
援
。

地
域
安
全
部

一
、
交
通
安
全
運
動
街
頭
啓
発

運
動
の
実
施
。

二
、
交
通
安
全
関
係
者
会
議
の

開催。

三
、
単
町
地
域
安
全
担
当
者
研

修
会
の
開
催
。

四
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
B
F
C

「
ふ
じ
の
」
活
動
へ
の
補
助
。

五
、
「
交
通
安
全
の
旗
」
・
「
防
犯

の
旗
」
・
「
防
火
の
旗
」
を
作

製
し
、
配
付
す
る
。

六
、
両
警
察
署
生
活
安
全
課
と
調

整
し
な
が
ら
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
実
施
。

七
、
非
常
用
無
線
機
を
活
用
し

た
通
信
訓
練
の
実
施
。

八
、
A
E
D
の
使
用
講
習
会
、

救
急
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
へ
の

登
録
推
進
。

体
育
部

二
豊
栄
山
登
山
会
。
（
山
開
き

登
山
、
例
会
登
山
、
納
会
登

山）一
、
少
年
少
女
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

大
会
の
実
施
。

三
、
藤
野
地
区
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
の
実
施
。

四
、
雪
中
運
動
会
の
実
施
。

青
少
年
部

一
、
青
少
年
部
長
会
議
の
開
催
。

二
、
ふ
る
さ
と
ふ
じ
の
子
ど
も

会
議
の
開
催
。

三
、
鑑
賞
会
の
開
催
。

四
、
新
春
書
初
め
会
の
開
催
。

女
性
部

一
、
女
性
部
会
・
ガ
ン
検
診
の

督励。

二
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
。

三
、
女
性
部
新
年
交
流
会
の
開

催。
凹
、
交
通
安
全
母
の
会
に
よ
る

交
通
安
全
街
頭
啓
発
・
新
入

学
児
童
の
啓
発
。

五
、
講
習
・
研
修
会
。

文
化
部

一
、
文
化
展
の
開
催

二
、
藤
野
の
文
化
の
普
及
と
伝

承。
環
境
部

一
、
環
境
部
長
会
議
の
開
催
。

二
、
ク
リ
ー
ン
さ
っ
ぽ
ろ
推
進

協
議
会
役
員
研
修
会
・
役
員

会
等
へ
の
参
加
。

三
、
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

展
の
開
催
。

四
、
秋
の
園
芸
講
習
会
の
開

催。
五
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推

進。

平
成
二
十
八
年
度

藤
野
地
区
町
内
会
連
合
会
役
員

相
談
役
田
中
　
義
一
（
本
通
）

大
高
喜
代
一
（
第
二
）

会
　
長
寺
田
　
良
男
（
雌
野
公
開
〉

副
会
長
石
村
　
勇
雄
（
十
五
鳥
）

仙
北
　
英
治
（
本
通
）

吉
田
　
健
治
（
野
々
沢
）

星
野
　
数
夫
（
讐
量

監
　
事
伊
藤
　
邦
憲
（
高
台
）

地
域
安
全
部

体
育
部

山
形

理
　
事
菅
野
澤
田
船
越
飯
森
高
田
田
中
岩
崎
是
安
酒
水
小
田
佐
藤
佐
藤
船
橋
阿
部
堀石
川
森
永
平
間
阿
部

博
暁
子勇

盛
正
祀
子
英
敏
一
男
耐
輝
恒
夫
生
彦
勝
義
順
一悦子

威
光
孝
司武

朝
臣
和
雄
吉
春舜

（雷士兄）

（第一）（第二）
（三区）

（宮上兄）
（縁町）

（中央）
（高台）

（高見台）
（白樺）

（西藤野）
（白川）

（雌こ．1u）

（腔野川仙）

（束藤野）
（本通）

（躍裔）
高
台
）

（本通）
（三区）

昔
少
年
部

女
性
部

文
化
部

環
境
部

安
田
　
英
子

中
居
　
の
ぶ

清
野
　
昭
一

関

根

　

誠

佐
々
木
哩
郎

大
熊
　
成
子

八
重
崎
泰
則

宮
里
　
紀
詮

異
保
　
和
子

大
越
　
能
事

河
野
　
秋
子

伊
藤
　
洋
子

斎
道
　
弘
子

弘
津
真
理
子

長
谷
川
妙
子

伊
東
　
慶
子

飴
谷
加
奈
男

古
川
　
和
夫

八
幡
　
忠
幸

山
口
　
誠
一

（竿什西）

（節裔）
（白樺）

T五鳥）

≡区）（十五鳥）

（雌ケ岳）

（十五畠）

（野々
沢）

（野々
沢）

（州雌野）

（卜五畠）

（町々
沢）

（仰ケ一圧‥…）

（緑町）
（野々
沢）

（
讐
量

（第二）
（三区）

（聖克）
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平成27年度　藤野地区町内会連合会一般会計決算書
期間　27．4．1～28．3．31

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位円）

科　　目 ��27年度予算額 �27年度決算触 �増　減 �摘　　　　要 

繰越金 ��681，746 �681，746 �0 � 

町運会費 ��1，676，5（10 �1，676，500 �0 �6，706世帯×250円（1■l＿l用抽減） 

1了等からの助成金 ��2，990，380 �2，919，296 �△71，084 � 

募 �地域振興　町連 �760，600 �760，600 �0 �算定基準による世滞制100l－t1、均等： ��拍万円（住民組織助成金） 

地域振興　単町 �1，309，780 �1，309，780 �0 �6，706■1！蛸デ×130円＋基準剖雅（住民組織助成金） 

地域ふれあいホ業等 �860，000 �848，916 �△11，084 �両区地域ふれあい事業助成金、ふるさとまつり 

防災活動女接事業 �60，000 �0 �△60，000 � 

丘交付金 �130，000 �124，601 �△5，399 �日赤募金交付金、共同募金交付金 

雑収入 ��700，000 �684，323 �△15，677 �広告料17万日、会費31力 �一日、日赤4万日、預金利息1ノ押1、コピー等15万円 

その他収入 ��660，000 �660，000 �0 �杜協使用料48万円、事邦所借上補助18万円 

合　　言l ��6，838，626 �6．746，466 �△92，160 � 

支出の部
科　　目 ���27年度予算額 �27年度決算額 �増　減 �摘　　　　要 

諸経費 ���3，040，000 �2，697，410 �△342，590 � 

事務費 ��1，180，000 �849，447 �△330，553 �弔拐用品（文具消托品・コピー用紙・雄和、人件費32万円、通信費、印刷費、他 

交通費 ��50，000 �50，000 �0 �各種行事参加交通門 

総会・新年会把 ��410，000 �424，524 �14，524 �総会、懇親会11万円、新年交礼会30万円、閻辿諸純理 

会議費 ��100，000 �62，836 �△37，164 �理容会、役員会、部長会、その他諸会議、会場費 

慶弔門 ��30，000 �0 �△30，000 �慶弔諸烈僻1 

渉外費 ��160，000 �160，000 �0 �会長の各種行事参加活動典 

団体負Il二l金 ��190，000 �198，637 �8，637 �防火2万円、防犯2．6万円、クリーンさっぽろ衛生1．97汁」、沿線協議会6．6力1，1 

その他経費 ��920，000 �951，966 �31，966 �卜記に該当しない綿門、壬邪二膵け2．87汀1、租保2万円、冷蔵庫14万円 

事業門 ���2，104，000 �1，776，201 �△327，799 � 

総務部門 ��70，000 �31，217 �△38，783 �総務諸総髪I汗l甘報委員会合） 

広封 �㌍ �555，000 �475，924 �△79，076 �ルビナス発行3回、編集・収村費等47．5万円 

体育 �；宮や �210，000 �209，790 �△210 �スポーツ・レクレーション活動（ドッヂボール、雪中運動会、PG、登lll会等） 

青少年都留 ��210，000 �193，927 �△16，073 �ふるさとふじの子ども会議2万11、鑑賞会11‾ノJ円、書初め会2万円、他 

女性部門 ��189，000 �164，119 �△24，881 �地区行中、‾交通安全推進、交通安全付の会 

福祉部費 ��70，000 �64，432 �△5，568 �祉協との協力、支援等 

地域 �全部門 �120，000 �103，482 �△16，518 �地域安全活動（交通安全、防犯、防災、青色回転灯）、少年消防クラブ2万円 

文† �；雷管 �100，000 �78，279 �△21，721 �地域文化展、写真展・藤野文化の伝ノ良等関連経費 

環境部費 ��120，000 �110，515 �△9，485 �環境清掃、クリーンさっぽろ、花いっぱい運動（花の実技晰掛ガーデニング） 

ふるさとまつり事業押 ��460，000 �344，516 �△115，484 �車業費の負拒増に伴う助成金（1三l赤4万11含） 

地域振興単町助成金 ���1，309，780 �1，309，780 �0 �住民組織助成金 

賂金交付金 ���110，000 �94，768 �△15，232 �l三l赤・共同募金活動交付金（li用丁への配分） 

防災活動支援事業助成 ���60，000 �0 �△60，000 � 

小　　言‾‡ ���6，623，780 �5，878，159 �△745，621 � 

y備費 ���214，846 �0 �△214，846 � 

繰越金（頗金・現金） ���0 �868，307 �868，307 �JA摘、北rW官金 

合　　計 ���6，838，626 �6，746，466 �△92，160 � 
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平成28年度　藤野地区町内会連合会一般会計予算書
期間　28．4．1～29．3．31

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位円）

科　l‡】 ��27年度決算額 �28年度予算額 �増　減 �摘　　　　要 

繰越金 ��681，746 �868，307 �186，561 � 

町連合門 ��1，676，500 �1，674，250 �△2，250 �6，697叩帯×250円（1世帯減） 

市等からの助成金 ��2，919，296 �2，918，310 �△986 � 

地域振興　町遵 �760，600 �759，700 �△900 �算定基準による世帯割100円、均等剖9万円（住民組織助成金） 

地域振興　単町 �1，309，780 �1，308，610 �△1，170 �6，6971上帯×130円＋基準割綿（住民組織助成金） 

地域ふれあい事業等 �848，916 �850，000 �1，084 �両区地域ふれあい事業助成金、ふるさとまつり 

靖災活動支援部業 �0 �0 �0 � 

募金交付金 ��124，601 �120，000 �△4，601 �l」赤募金交付金、共同募金交付金 

雑収入 ��684，323 �670，000 �△14，323 �広告料17万円、会費31JJ円、】三1赤4万円、頗金利息1ノノ円、コピー等147J円 

その他収入 ��660，000 �660，000 �0 �祉協使用料48万円、事務所借上補助18ノJ円 

介　　計 ��6，746，466 �6，910，867 �164，401 � 

支出の部
科　　臼 ��27年度決算補 �28年度予算湘 �増　減 �摘　　　　要 

諸経費 ��2，697，410 �2，520，000 �△177，410 � 

ホ務費 �849，447 �550，000 �△299，447 �事務用品（文具消耗品・コピー用紙・雑ざ．苧）、通信費、印刷費、他 

交通鐸 �50，000 �80－000 �30，000 �各種行事参加交通費（会長、副会長、総務部長、会計部長等） 

総会・新年会曹 �424，524 �440，000 �15，476 �総会、懇親会11万円、新年交礼会30‾万円、関連話羅門 

会議費 �62，836 �100，000 �37，164 �J数1．r会、役員会、部長会、その他諸会議、会場門 

慶弔費 �0 �30，000 �30，000 �慶弔諸費用 

渉外費 �160，000 �220，000 �60，000 �会長、副会長の各種行事参加活動費 

団体負担金 �198，637 �210，000 �11，363 �靖火2万円、l靖犯2．6万円、クリーンさっぽろ衛生1．9万円、沿線協議会6．6万円 

その他経典 �951，966 �890．000 �△61，966 �上記に該当しない経費、拾借料72．8万「11、損保3万日1、除雪代街路電気料7万目地 

串業曹 ��1，776，201 �2，008，000 �231，799 � 

総務部門 �31，217 �70，000 �38，783 �総務諸経門（情報委員会合） 

広報部費 �475，924 �480，000 �4，076 �ルビナス発行3回、Fl1刷他編集・取材費等 

体育部費 �209，790 �210，000 �210 �スポーツ・レクレーション活動（ドッヂボール、雪中運動会、PG、登山会等） 

一青少年部費 �193，927 �210，000 �16，073 �ふるさとふじの子ども会議2万円、鑑賞会11万円、バ初め会2万円、他 

女性部押 �164，119 �178，000 �13，881 �地区行事、交通安全推進、交通安全母の会 

福祉部費 �64，432 �70，000 �5，568 �祉協との協力、支援等 

地域安全部費 �103，482 �170，000 �66，518 �地域安全活動便通安全、防犯、防災、二青色回転灯）12万円、少年消防クラブ5万lll 

文化部門 �78，279 �100，000 �21，721 �地域文化展、写真展・藤野文化の伝承等　関連経費 

環境部符 �110，515 �120，000 �9，485 �環境清掃、グトンさっぽろ、花いっぱい運動（花の実技研修・ガーデニング） 

ふるさとまつりホ業費 �344，516 �400，000 �55，484 �串業費の負担増に伴う助成金（ロ赤4万円含） 

地域振興単町助成金 ��1，309，780 �1，308，610 �△1，170 �住民組織助成金 

募金交付金 ��94，768 �95，000 �232 �口赤・共同募金活動交付金（単町への配分） 

防災活動支援小葉助成 ��0 �0 �0 � 

備品梢立 ��0 �300，000 �300，000 �2か年分 

小　　計 ��5，878，159 �6，231，610 �353，451 � 

予備費 ��0 �679，257 �679，257 � 

媒越金（預金・現金） ��868，307 �0 �△868，307 � 

合　　計 ��6，746，466 �6，910，867 �164，401 � 
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一

　

町

内

会

紹

介

　

一

小
鳥
の
村
町
内
会
藤
野
第
二
町
内
会
　
会
長
　
澤
田
　
勇

お
知
恵
を
拝
借
し
、
安
全
意
識
　
力
し
た
い
と
旧
心
っ
て
お
り
ま
す

の
高
揚
と
町
内
発
展
の
た
め
実
　
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
四

日
、
第
二
町
内
会
定
期
総
会
に

お
い
て
第
七
代
会
長
に
選
出
さ

れ
た
澤
田
と
申
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

皆
様
ご
存
知
と
は
思
い
ま
す

が
、
当
町
内
会
は
小
鳥
の
村
町

内
会
と
も
言
っ
て
お
り
多
種
多

様
の
鳥
が
牛
息
し
て
お
り
ま

す。
町
内
会
組
織
と
し
て
は
、
会

長
以
下
役
員
二
十
二
名
、
班
は

十
三
個
班
に
編
成
し
班
長
、
副

班
長
以
ド
二
十
五
名
総
勢
五
十

七
名
で
町
内
会
活
性
化
の
た
め

に
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

年
間
の
行
事
と
し
て
は
、

春
、
秋
の
藤
の
沢
神
社
祭
り

（
山
の
神
）
、
札
幌
育
児
園
と
の

合
同
運
動
会
、
こ
ど
も
を
中
心

と
し
た
七
夕
、
敬
老
祝
賀
会
等

種
々
の
行
事
を
行
っ
て
お
り
町

内
会
会
員
の
意
識
の
高
揚
及
び

意
思
の
疎
通
お
も
図
っ
て
お
り

ます。ま
た
、
冬
期
間
に
お
い
て

は
、
建
設
会
社
と
契
約
を
し
、

町
内
の
生
活
道
路
の
排
雪
事
業

を
実
施
し
緊
急
事
態
に
対
処
し

う
る
道
路
の
確
保
に
努
め
て
お

り
ま
す
。
社
会
福
祉
事
業
関
連
に
於
い

て
は
、
民
生
・
児
童
委
員
、
福

祉
部
、
こ
ど
も
見
守
り
隊
等
町

内
会
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
高

齢
者
の
見
守
り
、
こ
ど
も
の
見

守
り
を
実
施
し
安
全
、
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
に
神
経
を
傾
注
し

て
お
り
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県

震
災
の
大
き
な
災
害
及
び
台

風
、
大
雨
等
に
よ
る
土
砂
災
害

等
町
内
と
し
て
も
、
何
ら
か
の

検
討
が
必
要
に
な
っ
て
来
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
町
内
会
員
の
皆
様
の

児
童
の
交
通
安
全
を
願
っ
て

四
月
六
円
　
（
水
）
藤
野
地
区

の
小
学
校
（
藤
の
沢
小
・
藤
野

小
・
藤
野
南
小
）
で
入
学
式
が

行
わ
れ
た
。
■
女
性
部
で
は
新
入

学
児
童
の
交
通
事
故
防
止
を
願

い
、
各
小
学
校
で
こ
の
日
に
真

新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ

て
登
校
し
て
き
た
新
一
年
生
に
、

「
入
学
お
め
で
と
う
」
「
交
通
事
故

町
連
女
性
部

に
気
を
つ
け
て
」
と
呼
び
か
け
、

入
学
祝
い
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

啓
発
活
動
を
行
っ
た
。

今
後
も
国
道
二
三
〇
号
線
や

学
校
近
く
の
道
路
で
、
交
通
安

全
街
頭
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

小
金
蕩
さ
く
ら
の
森

開
園

凶
日
二
十
九
日
　
（
金
）
、
藤

野
地
区
町
内
会
連
合
会
が
定
山

渓
沿
線
町
内
会
連
絡
協
議
会
の

一
員
と
し
て
、
建
設
当
初
か
ら

参
画
し
て
い
た
「
小
金
揚
さ
く

ら
の
森
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、

本
会
か
ら
寺
田
会
長
は
じ
め
副

会
長
ら
が
出
席
、
藤
野
太
鼓
保

存
会
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
「
藤

野
太
鼓
」
を
演
奏
し
て
開
園
を

祝
っ
た
。
今
後
も
そ
の
運
営
に

参
画
し
支
援
し
て
い
く
。

J
■
■
．
日
日
．
一
r
－

苗
H
m
仰
－
川

連
絡
先

定

塚

　

　

帯

札
幌
大
同
印
刷
㈱

℡
ム
九
二
－
円
．
ヒ
八
（
準
水
）

『
喜
い
巨
ト
ト
‖
茎
卜
巨
巨
巨

発
行
人

編
集
人

編

　

集

　

後

　

記

五
十
年
ほ
ど
前
に
発
表
さ
れ

た
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
理

論
に
よ
り
、
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
は
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て

き
た
が
、
そ
の
予
知
は
難
し
い

ら
し
い
。
熊
本
地
震
で
は
一
ケ

月
た
っ
た
今
も
、
震
度
三
以
上

の
地
震
が
頻
発
し
て
い
る
。
家

屋
が
倒
壊
し
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
人
が
多
い
中
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支

援
、
各
地
か
ら
の
義
援
金
な
ど

心
温
ま
る
話
題
も
聞
か
れ
る
。

一
日
も
早
い
復
興
を
祈
り
た
い
。

地
震
な
ど
の
災
害
は
い
つ
ど

こ
で
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。

地
域
の
住
民
み
ん
な
が
避
難
場

所
の
確
認
な
ど
防
災
意
識
を
も

ち
、
日
頃
か
ら
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
備
え
た
い
も
の
で
あ

る
。
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